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１．研究計画の概要 ③ 平成22年11月28日から12月4日：バング

ラデシュ西部（ラジシャヒ地区） 本研究では，創薬を目指した天然物の探索
研究を強力に展開するために，「バングラデ
シュ天然薬用資源調査」を行う．バングラデ
シュは暑熱な気候と肥沃な土壌に恵まれ，熱
帯植物を中心として多様な天然薬用資源に
富んでいる．しかしながら，天然薬物探索材
料としては未だ対象とされているものは少
なく，その多くが未開発である． 

 

これら各地区において，とくに各地区特

有の植物種や現地で栽培される薬用植物を

中心に幅広く植物資源の調査・採取を行っ

た．採取した薬用植物等は約200種近くに上

ったが，一つの種当たり採取量は予備的ス

クリーニングに最低限必要な量にとどめた．  本研究では，バングラデシュ・国立クルナ
大学薬学部・教授 Samir K. Sadhu 博士およ
び公立ジャガナス大学薬学部・准教授 Firoj 
Ahmed 博士，および両博士が所属する両大学
研究チームとの密接な共同研究により，熱帯
植物を中心にバングラデシュ天然薬用資源
の調査ならびにそのバングラデシュ天然薬
用資源からの有用天然物の発見およびその
有効利用を目指す． 

 

(2) ライブラリー構築とスクリーニング：

上記の調査によって採取した植物サンプ

ルについて，有機溶媒による抽出を行い，

抽出エキスライブラリーを構築した．得ら

れた抽出エキスを用いて種々のシグナル

伝達経路（ウィント, ヘッジホッグ，トレ

イルシグナル等）に対する阻害作用等に関

するスクリーニング試験を行った．  
２． 研究の進捗状況 

 
(1) 薬用資源調査（天然物探索材料として

の植物現地調査）：研究代表者・石橋は，

これまでに次のように３回バングラデ

シュ国を訪問し，ジャガンナス（

Jagannath）大学薬学部准教授Firoj 

Ahmed博士およびクルナ（Khulna）大学

薬学部S. K. Sadhu教授の指導のもと，

現地の薬用植物の専門家の協力を得て，

バングラデシュ天然薬物調査を行った． 

(3) 活性成分探索：上記スクリーニングで

陽性を示したサンプルについて次のよう

な活性成分の探索に関する研究を行った． 

① キョウチクトウ科Vallaris 
solanaceaeから新規カルデノリド配

糖体vallarisosideおよび一種の新規

配糖体を単離した．このうち

vallarisosideは顕著なトレイル耐性

克服作用を示した． ① 平成20年11月16日から11月24日：バング

ラデシュ南部（クルナ地区およびシュン

ドルボン・マングローブ森林地区） 
② トウダイグサ科Excoecaria agallochaか

らヘッジホッグシグナル阻害作用をもつ

新規フラボノイド配糖体2種を単離した． ② 平成21年11月16日から11月23日：バング

ラデシュ東部（チッタゴン地区およびコ

ックスバザール地区） 
③ トウダイグサ科Excoecaria indicaからは

ウィントシグナル活性化作用をもつフォ



ルボール型ジテルペン3種を単離した． 

④ センダンセンダン科Amoora cucullataか
らは，トレイル耐性克服作用に関するスク

リーニングにより4種の新規化合物を含む

11種の化合物を単離した． 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している． 
 バングラデシュ側カウンターパートであ
るクルナ大学薬学部・教授 Samir K. Sadhu
博士および公立ジャガナス大学薬学部・准教
授 Firoj Ahmed 博士の献身的な協力により，
本国際共同研究はこれまできわめて順調に
進展しており，予測していた以上の多種多彩
な熱帯植物資源の調査・採取，ならびにそれ
を活用した生物活性天然物のスクリーニン
グ研究を実施することができている．現地調
査を行う前にカウンターパートの Sadhu博士
と Ahmed 博士が詳細な情報収集に基づき，綿
密な計画を立てていることが本研究が順調
に進展している理由である． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでと同様に，年 1回研究代表者（石
橋）がバングラデシュを訪問し天然薬物調査
を行う．バングラデシュ側カウンターパート
とは良好な信頼関係を構築しており，これま
でと同様の協力が得られることは間違いな
い．今後はこれまで未調査のバングラデシュ
北部から北西部地区の調査を中心に行う予
定である． 
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